
 

 １．件名：日本原子力発電(株)の東海第二発電所使用済燃料乾式貯蔵容器の使用

前検査他に関する面談 

 

２．日時：令和２年１１月１７日 １４時００分～１５時１０分 

 

３．場所：原子力規制庁２階打合せスペース（ＴＶ会議システムを利用） 

 

４．出席者 

原子力規制庁原子力規制部 検査グループ 専門検査部門 

上田企画調査官、山形主任原子力専門検査官 

日本原子力発電（株）  

東海・東海第二発電所 品質保証室 検査グループマネージャー 他８名 

 

５．要旨 

〇日本原子力発電(株)から、使用済燃料乾式貯蔵容器の使用前検査および新規

制基準適合に係る工事計画認可申請の基本設計方針に関する記載事項のうち、

審査において主要な論点となった事項について資料に基づき説明があった。 

 

○原子力規制庁から、使用済燃料乾式貯蔵容器の使用前検査を実施するにあた

り、基礎ボルト部の発錆に対する対応状況などについて整理し、改めて説明

するように求めた。 

また、新規制基準適合性に係る審査において、主要な論点となった項目につ

いて、使用前検査において確認可能な時期を整理し、引き続き必要な情報を

提供するように求めた。 

 

６．その他 

資料１：東海第二発電所の使用済燃料乾式貯蔵容器の使用前検査について 

資料２：東海第二発電所の申請内容に係る主要な論点について 

 

 

 

以上 


